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要　　旨
日本語教育を含む第二言語教育においては効果的な学習スタイルや学習法
を探るための研究が進められ，学習者が言語を学習する際に行う様々な思考
活動や行動を意味する用語として学習ストラテジーが用いられている。また，
言語習得をコントロールする教師の役割に注目した研究が進められ，授業目
標を達成するために取る行動，つまり学習者に学習課題を教えるために採る
方法を示す用語として教授ストラテジーが用いられている。このように，ス
トラテジーという用語は主として教室活動における学習課題の提示の仕方や
学習スタイルの方略を示すための用語として用いられており，円滑な教室運
営を行うために教師が行う方略としての教師ストラテジーに焦点を当てた研
究はほとんど見当たらない。
また，学校教育における教員の役割に関する研究では，近年「ファシリテー
ター」としての役割が注目されている。教員は教室において，学習者を励ま
したり，支えたり，指示・注意を与えたりすることで「ファシリテーター」
としての役割を担っている。その際に用いられるのが，様々な「教師ストラ
テジー」である。
本稿では，大学での語学教育の一端を担う日本語教員へのインタビュー資
料を分析し，教室活動における教員の振る舞いに，どのような教師ストラテ
ジーが用いられているのか，そしてそれが何を意図して行われているのかを
探った。その結果，教員は「ファシリテーター」として，学習目標を達成す
るために様々な「教師ストラテジー」を用いていることが明らかになった。
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1．はじめに
　80 年代の語学教育においては，教授法の特徴や各教師の授業の特徴に関
心が寄せられ，様々な教室研究が行われた。日本語教育においては，80 年
代後半から学習者の言語運用の研究が盛んとなり，接触場面における言語管
理プロセス（Neustupný，1985a，1985b），敬語回避ストラテジー（宮崎，
1991）など，学習者のインターアクション行動そのものへの関心が高まった。
一方で，教室活動の当事者となる学習者と教師への関心が高まり，学習スト
ラテジーや教授ストラテジーなどの研究に焦点が当てられるようになった。
　学習ストラテジーとは，学習者が言語を学習する際に行う様々な思考活動
や行動で，学習をより効果的に行うための学習者自らの創意・工夫であるが，
その研究においては優れた言語学習者の特徴を探ることが目的とされた
（O’Malley & Chamot，1990；Oxford，1990，2002；Ellis，1994）。日本語教育に
おいては，宮崎・ネウストプニー（1999）が学習ストラテジーについて詳
細に記述し，学習ストラテジーの選択と使用が学習者の特性に影響を受ける
ことについて調査している。
　このように，学習者に焦点を当てた研究が進められる一方で，教室活動を
考えた場合，言語学習，あるいは言語習得をコントロールする教師の役割に
注目し，教室において教師はどのような教授ストラテジーを用いているのか
に焦点を当てた研究が進められるようになった。教授ストラテジーとは，指
導方略とも言われ，授業目標を達成するために取る行動，つまり学習者に学
習課題を教えるために採る方法である（村岡，1999）。教授ストラテジーに
類似したものに教師ストラテジーがあるが，教授ストラテジーが主に教室活
動における学習課題の提示の仕方やその際の談話の分析を対象とするのに対
し，教師ストラテジーは学習のための教室活動だけではなく，小学校におけ
る学級経営なども対象とされ，幅広く使われるものである。教師ストラテジー
は，教室や学校の中で教師が自身を防衛し，生き残るためのものである「サ
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バイバル・ストラテジー」（稲垣，1992）と理想の教育の実現という目的を
達成するための「ペダゴジカル・ストラテジー」（清水，1998）を内包した
ものとして使われることもある。
　上述したように，日本語教育においては学習者中心の実践が重視されるよ
うになり，学習ストラテジーに注目した研究が進められ，数は少ないとはい
え指導方略である教授ストラテジーに焦点を当てた研究も進められている。
だが，教師ストラテジーに関する研究はほとんど見られない。
　山口（2019）では，大学での語学教育の一端を担い，教育職の本来の中
心業務である授業を主な業務とする非常勤講師である日本語教員1）へのイン
タビュー調査から得られたデータを基に，教員が業務を遂行する際のジレン
マとその要因，教室活動で見られる「教師ストラテジー」の一手段である演
技を中心とした感情作業の効果とその要因に注目し，分析と考察を行った。
その結果，教室活動では感情管理の私的側面である「感情作業」（Hochschild，
1983）が行われていることを確認し，教育職が持つ自律性が教室活動にポジ
ティブな効果をもたらし，さらにはそれが職務満足につながっていることを
明らかにした。インタビュー調査からは，学生とやり取りを行う教室活動の
場で，教員がどのような振る舞いを選択し行っているか，また，どのような
感情作業を行っているかを示す様々なデータが得られたが，それらの特徴と
その分類については分析及び考察を行っていない。そこで，本稿では，教員
が授業で採用する教師ストラテジーにどのようなものがあるのか，また，教
員が教師ストラテジーを使用する目的や要因とはどのようなものなのかにつ
いて述べる。
　本稿では，まず教師ストラテジーに関する研究を概観し，教室活動におけ
る教員の役割について整理し，次に，インタビュー調査から見えてきた教員
が授業で採用する教師ストラテジーの特徴とその意図について分析し考察す
る。
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2．教師ストラテジーと教室活動における教師・教員の役割
2.1．教師ストラテジーに関する研究
　ストラテジーとは，「行為者がある制限された状況の中で自己の目的や関
心を最大限に実現していくための戦略」を意味する（稲垣，1992）。教師ス
トラテジーは学習のための教室活動だけではなく，小学校における学級経営
など幅広く使われるものである。小学校から高校までの学校教育においては，
学校の構造的制約の中で直面する様々な問題やジレンマに対して，教師がそ
れに対処すべく，「うまくやっていく」ためのお決まりのパターンを教師の
ストラテジーと呼んでいる（稲垣，1992）。また，教室や学校の中で教師が
自身を防衛し，生き残るためのものである「サバイバル・ストラテジー」（稲
垣，1992）も教師ストラテジーと捉えられている。さらに，理想の教育の
実現という目的を達成するための「ペダゴジカル・ストラテジー」（清水，
1998）を内包したものとして使われることもある。
　教師ストラテジーの研究は小学校教員を対象としたものが多い。だが，教
師ストラテジーは上述したように「ペダゴジカル・ストラテジー」，「サバイ
バル・ストラテジー」など様々な意味でも使われるため，研究の焦点も多様
である。教師ストラテジーを「サバイバル・ストラテジー」として捉えた研
究には，小学校教員を対象とし，教員の存立基盤を支える戦略的行為の様相
を明らかにすることを目的とした研究がある（黒羽・黒羽，2011）。黒羽・
黒羽はこの戦略的行為を「学校教育制度の制約の中で直面する葛藤に対して，
教員が自分の目的を実現していくために生み出した戦略」としている。清水
（1998）は教師の教室での振る舞い方を「ペダゴジカル・ストラテジー」と
して捉え，「理想の教育の実現」という目的を達成するために編み出した行
為を一教師の教育実践から描き出そうとした。これらとは異なり，感情面で
の教師の教育的行為を「感情労働」という視点で捉え，教育的行為が教師ス
トラテジーとしての性格を持つことを示そうとした研究もある（伊佐，
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2009）。伊佐は，「教師ストラテジー」が教育的価値を追求するものとして
利用されることから，表情や声のトーンを装う「教育的演技」と「教師スト
ラテジー」の様相を明らかにしようとしたが，その研究目的は感情労働を分
析することで，その手段としての側面に注目するために，「教師ストラテジー」
に着目している。
　一方，ストラテジーという用語は，第二言語教育の研究では主として教室
活動における学習課題の提示の仕方や学習スタイルの方略を示すための用語
として用いられており，円滑な教室運営のために教師が行う方略を示すもの
はほとんど見当たらない。学習者の言語運用の研究が進められてきた日本語
教育でも，コミュニケーション・ストラテジー（Faerch & Kasper，1983），聞
き返しのストラテジー（尾崎，1992，1993），敬語回避のストラテジー（宮崎，
1991）など，学習者の言語運用に見られる様々な方略を示す用語として用
いられている。日本語教育を含む第二言語教育においては学習者要因を中心
に効果的な学習スタイルや学習法を探るための研究が進められ，学習者が言
語を学習する際に行う様々な思考活動や行動を意味する用語として学習スト
ラテジーが用いられている（宮崎，2003；元木，2006）。また，言語習得を
コントロールする教師の役割に注目した研究も見られ，授業目標を達成する
ために取る行動，つまり学習者に学習課題を教えるために採る方法を示す用
語として教授ストラテジーが用いられている（村岡，1999）。
　このように，第二言語教育の研究では，ストラテジーという用語は主とし
て教室活動における学習課題の提示の仕方や学習スタイルの方略を示すため
の用語として用いられており，教師ストラテジーに関する研究はほとんど見
られない。だが，授業計画に沿って目標とする授業課題を達成するためには，
教授ストラテジーや学習ストラテジーだけで対応できるわけではない。教室
活動において，教員は学習者と「個対個」という対面でのやり取りを行うこ
ともあるが，主に「個対集団」という状況で授業を実施し，年単位で一定期
間関わり続けることになる。つまり，教室という空間には「一対多のディメ
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ンション」と「一対一のディメンション」が並行して存在しており，教師は
学習者全体に対しての振る舞いと個別の学習者に対する振る舞いを同時に進
行させているのである（加藤，2013）。教室活動において，教師は時に個別
の学習者に対応することも必要となるが，その場合でも，教室にいる他の学
習者を意識し，その関与を促しながら行うのである。教室活動を円滑に進め，
教室をコントロールするために，教師は様々な教師ストラテジーを用いてい
る。本稿でその様相の一端を明らかにできればと考える。
2.2．教室活動における教師・教員の役割
　高等学校までの教育では，児童・生徒の指導も教員の重要な業務とされ，
教室活動の主な目的である学習課題の達成だけではなく，運動会や文化祭・
芸術祭といった行事の準備も教室活動の一環として行われる。そのため，問
題行動を起こす児童・生徒への対処や教室コントロールも教員の重要な役割
となる。それに対し，大学教育では，教員は研究を行い，学生に専門知識を
提供し，社会に送り出す役目を求められており，主に研究と学生への教授と
いう 2つの業務を行っている。教室外でも学生の様々な相談に乗るなど直接
的に関わることもあるが，多くの学生と接するのは主に教授を行う授業にお
いてである。では，大学で授業を行う際に，教室活動において求められる教
員の役割にはどのようなものがあるだろうか。
　大学教育での授業を中心に教員の役割を考えた場合，大まかに分けると，
授業前，授業中，授業後で教員は様々な役割を担うことになる。教室活動を
行う前に授業の「計画者」としてコースデザインを行い，授業のための教材
開発・準備，授業プランや手順を考えるなどの作業を行う。実際の教室活動
では，「専門家」として講義し，「教授者」として教示・指導をし，「ファシ
リテーター」として学習者を励ましたり，支えたり，指示・注意を与えたり
する。時には「情報提供者」として，学習者が課題を行うために図書館やウェ
ブサイトなど多様なリソースを紹介することもある。そして，授業後には，「学
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習管理者」として授業や学習進度，学習者の情報の記録を作成し，管理する。
そして必要に応じて「メンター」として個別に学習者に助言し，サポートす
ることもある。また，大学での教育においては，高等学校までの教育とは異
なり，学生には自律的な学習への取り組みが求められることから，学生が自
主的に，そして主体的に行動するための「アドバイザー」となることもある。
　このように教員は様々な役割を担っているが，教室活動に限って言えば，
「専門家」，「教授者」，「ファシリテーター」という 3つが主な役割となる。
円滑に学習課題を達成するためには，「専門家」と「教授者」であるだけで
は不十分で，学習者を励ましたり，支えたり，指示し注意を与えたりするこ
とが重要になる。「ファシリテーター」とは，一般にグループや組織で物事
を進めていく時に，中立的な立場から進行の舵を取って，目的を達成できる
よう働きかける役割を担う人を意味する。つまり，教室活動において，教員
は「ファシリテーター」として働きかけることが重要になるのである。
　では，「ファシリテーター」としての教員は，教室活動においてどのよう
な教師ストラテジーを選択しているのであろうか。
　そこで，次章では，日本語教員へのインタビュー調査に見られた教室活動
での教師ストラテジーにどのようなものがあるのか，また，教員が教師スト
ラテジーを使用する意図にはどのようなものがあるのかについて述べる。
3．インタビュー調査から見えた教員の教師ストラテジーとその要因
3.1．調査の目的と方法
　本研究の目的は，教員が授業目的を遂行するために，主に教室で学習者に
対してどのような教師ストラテジーを，どのような意図を持って行っている
のかを探ることにある。そのため，教室での学生との対面作業が主業務とな
る非常勤講師を対象とすることにした。特に，語学教育は講義形式ではなく，
対象となる学生個々の反応を見ながらやり取りを行い，その時の状況に臨機
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応変に対応し，様々なストラテジーを駆使して学生の能力を向上させること
が求められるため，日本語教員を調査対象とすることにした。研究協力者（以
下，協力者）は機縁法により，日本語教育を専門とする非常勤講師に協力を
依頼した。これは，授業における教員の振る舞いやその意図を語ってもらう
ためにはある程度の信頼関係が必要と考えたからである。表 1に協力者の属
性を示す。
　資料を収集するため半構造化面接を行い，協力者の同意を得て，メモ及び
IC レコーダーによって記録した2）。面接期間は 2018 年 11 月から 12 月で，
1回当たりの所要時間は 40 分から 2時間ほどであった。面接場所は，研究
実施者のオフィスである。
　インタビューの際に用いた質問項目（インタビュー・ガイド）等について
は，山口（2019）を参照されたい。
3.2．分析結果と考察
　本稿で注目するのは，教員が授業を円滑に進めるために，どのような事柄
に対し，どのようなストラテジーを用いているか，またその理由や目的は何
かを示す項目である。インタビュー資料を分類した結果，教室活動において
教員が行っているものには，教師ストラテジーである「問題状況への対応」
表 1．インタビュー対象者
日本語教員 性別 年代 教育歴 現職
A 女 40 代 9年 非常勤講師
B 女 40 代 19 年 非常勤講師
C 女 50 代 約 30 年 非常勤講師
D 女 50 代 20 年 非常勤講師
E 女 50 代 15 年余 非常勤講師
日本語授業における教師ストラテジーの様相
225
とその目的や意図である「教室環境の維持」，さらには教員の役割と関連す
る「教師としての姿勢」の 3つが見出されたので，順に見ていきたい。
3.2.1．教室活動のための教師ストラテジー
　教室活動を円滑に進め，課題を達成するためには，活動の障害となる問題
に対応し，学習に取り組みやすい状況を作ることが必要である。このための
教師ストラテジーが「問題状況への対応」である。これには【直接的な注意】，
【フォロー】，【周囲の利用】，【演技】，【トーンの変化】，【相手との距離】，【相
手・状況に応じた選択】の 7つが見られた。
　（1）直接的な注意
　教室活動において，学習者に問題行動がある時，一般的な教員の対応に
は【直接的な注意】がある。具体例を以下に示す。
1）やる気がなさそうな時とかは，その時にはもう注意をしますけどね。
ほめるじゃなくて，注意する時は，そうですね，本人ですね。周りより
本人ですかね。（B 先生）
2）（周囲の学生の気持ちを）読み取って，あえて名指しであなたみたいに
言う時がありましたね。（B 先生）
3）面と向かってそのものを指摘するのはあまりしないですね。逆に授業
をする以前のマナーだとかに対してはびしっと言うようにします。（E
先生）
4）毅然とした態度を取るかな。そこまで言わなくてもできる人には言わ
ない。それを察することができない人には 10 まで言わざるを得ないの
で。（E 先生）
　（2）フォロー
　【直接的な注意】を行うと，場合によっては学習者が落ち込んでしまう
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こともある。そのため，スムースに学習に戻れるよう【フォロー】が行わ
れる。
　
5）最後は激励してフォローし，やる気にさせる。（A 先生）
6）名指しで注意した学生がシュンとなるから，そのあとでできたら，
ちょっとフォローしてほめてあげとく，私けっこうそれあるかな，注意
した学生を逆にそのあとでほめてあげる。（B 先生）
7）あんまりひどいと，やっぱりちょっとこう，厳しめの感じで当たって，
授業後に，授業中じゃなくて，授業後にちょっとちょっとっていう感じ
でフォローするとか。（D 先生）
　
　（3）周囲の学習者の利用
　【直接的な注意】以上に言及が多かったものが【周囲の利用】である。
これは全ての協力者のコメントに見られたものである。
8）協力してくれない学生に対しては，できる学生を探して使う。（A 先生）
9）やっぱプライドもあるから，なんとなく周りから気づかせて，おいお
いお前みたいな，そういうふうに持ってった時もあったかなあ。（B先生）
10）（警告する必要がある時は）周りからじわっと感じさせるような雰囲
気を全体に，全体に向けて，何々ですね，ということを言って，気が付
かなかったら，ちょっとじわじわという感じでしょうか。（C 先生）
11）中にやはり必ず気を使える，察しが利く学生さんがいるので，やっ
ぱりちょっと，えっ，みたいな雰囲気になると必ずそういう，まあ 1人
か 2人の子が，一応その子を，その子にその子たちが視線を送ったりと
か，なんか声をかけたりっていうのはある。先生のほうをきちんと注目
している学生は，今先生が困ってるなとか，多分，困ってるなというの
から，助けましょうみたいなタイプの学生さんがいる。（D 先生）
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12）個人的にみんなの前で，クリアしたもの，残ったものをさらっと指
摘し，周りからの反応で大変だねと出てくれば，それを利用し，伝える。
（E 先生）
　大学の語学授業で学習者となるのは 20 歳前後の学生であり，問題行動の
ある学習者とはいえ，【直接的な注意】を与える場合，プライドを傷つけら
れたと感じて反発し，さらに態度を悪化させる危険性がある。もちろん厳し
く接することが必要な状況もあるが，できればそこに至る前にうまく軌道修
正を行うために【周囲の利用】が有効で，同じ学習者である周りの学生から
の手助けのような言及であれば聞き入れやすいと思われる。
　（4）演技
　学習者に注意を与える時には，本気ではなく必要性を感じてわざと【演
技】することがある。この【演技】には様々なものがあり，教員は教室で
〔叱る〕，〔誇張する〕，〔沈黙する〕，〔鼓舞する〕，〔凝視する〕，〔おだてる・
ほめる〕など様々に演じている。【演技】についてのコメントも多数見ら
れたので，主な例を以下に示す。
13）ずるした学生に対しては，普段と違う態度で接する。少し注意して
いるという態度を見せる。（A 先生）
14）ちょっとおだてて，ありますねえ。（ちょっとその気にさせようとか）
ほめてこっち向かせようとか，ほんと人それぞれでしたね。そう言われ
たら。（B 先生）
15）できたことはすごく，あ，よくできたねとか，それは言うことがあ
るかな。（D 先生）
16）授業では通常とは違う，普段しない振る舞いがあります。例えば大
げさに驚いてみたりとか，疑っている時の目線まで思い切り疑いの目で
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いて見たりとか，ここは強調したいと思った時には，話し方でも，前後
にポーズを置いてそこの言葉だけ際立たせるように発音してみたりとか
言うことをしてます。演じていると思いますね。（E 先生）
17）自分のふり幅が 1から 5までだとすると，（授業では）マイナス 2か
らプラス 10 までの間でふり幅大きくしてみんなに見せたりする。（E 先
生）
18）まずいと伝える時には黙っていることもけっこうある。（E 先生）
　（5）トーンの変化
　学習者に注意を与える時の効果的な方法として【トーンの変化】に言及
したコメントもあった。
19）みんなの失笑を買うというか，私の失笑を伝えるというか，どちら
かというとそちらのほうで注意をしていく。きつくならないように，ど
うする？って相談を持ち掛けるような話し方をしたりとか，いつもより
低いトーンで話したり，トーンを使い分けてますね。（E 先生）
20）前に聞いたことあるのが，相手がテンパっているような時にこちら
が落ち着いた声で話すと，向こうも落ち着いて売るというのを聞いたこ
とがあるので，テンパリそうな話題は，低い声でゆっくり話すというこ
とをしてますね。（E 先生）
　（6）相手との距離
　学習者が質問をしやすく，話しやすい状況を作るため，【相手との距離】
を縮めるため近づいていくというコメントも見られた。空間的距離を近づ
けることは心理的な距離をも近づける効果があると思われる。
21）みんなの前では言いにくいことを，ちょっと近づいて，なんだろ，空
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間的にも心理的にも近くになって，まあ，話しやすい状態を作ることを
していたかな。（C 先生）
22）遠くで離れてる時に，先生っていうと，やっぱりできない子ほど勇
気がないので，まあ，ちょっと近づいていくと，向こうから言ってくる
こともある。（C 先生）
　（7）相手・状況に応じた選択
　ここまで見てきたストラテジーは問題行動の程度や状況により選択され
るだけではなく，相手の性格や状態，その場の状況に対応して最善と判断
したものが選択される。【相手・状況に応じた選択】については全ての協
力者が言及しているので，主なコメントを以下に示す。
23）進行をうまく進めるための注意点は，学生を見て，元気ない場合別
の話をします。元気そうな人に話させて様子を見ます。（A 先生）
24）相手を見て態度を選択します。（A 先生）
25）コース中盤，7回目 8回目くらいの授業になって，そろそろ授業も慣
れてきたし，だれて難しいなとか，…そういう時はテンション上げて，
おはよーみたいな，とにかく返事あろうがなかろうが，とにかくおはよ
うございまーすって行かないと，それはどこでも作りますね。（B 先生）
26）ほんとにその時の状況とか，学生の性格とか，ねえ，こう言ったら
聞くとか，聞かないとかっていうのを，探りながらですよね，きっと。（B
先生）
27）ちょっと自信がないっていう子を当てる時とかは，あ，いいねとか
言いながら，はい，じゃあ，だれかっていうと手があがったりするので，
ちょっと褒めたりちょっと励ましたりします。（C 先生）
28）様子を見て，タイプを見て対応が変わってくるかなとは思いますね。（D
先生）
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29）ちょっと遅れ気味の学生は答えられなかったりするので，そうすると，
ちょっと違う形で言い変えて，で，まあ，答えられたら，少し自信が持
てるかなっていう感じで。（D 先生）
30）（雰囲気が悪くなると）その場の雰囲気を切り替えるために，ちょっ
と違う作業にするとか，ま，そういった形で転換はしていくかな。（D
先生）
31）毅然とした態度を取るかな。そこまで言わなくてもできる人には言
わない。それを察することができない人には 10 まで言わざるを得ない
ので。（E 先生）
32）少しふりを見せれば察知する人には強くしなくていい。（E 先生）
　以上，教員が教室活動で用いる教師ストラテジーには，様々な行動が行わ
れている。具体的行動である問題行動に対する【直接的な注意】も行われて
いるが，それ以上に，問題行動を起こしている学習者本人の反発を回避して，
自覚させるために他の学習者を動かそうとする【周囲の利用】が行われてい
る。そして注意により学習者が落ち込んで学習できなくならないよう，ほめ
たり激励したりして【フォロー】することが必要な場合もある。また，教員
は必要と判断した場合，実際以上に厳しく振る舞ったり，誇張してほめたり
おだてたり，強調したりするといった【演技】も行い，急に低いトーンやゆっ
くりしたスピードで話したりする【トーンの変化】も用いている。さらに，
学習者との空間的【相手との距離】を縮めることで，心理的距離も縮めて話
しやすい雰囲気を作ろうとしている。これらの具体的行動を【相手・状況に
応じた選択】として，その場その場で適切なストラテジーを選択し，教室活
動を円滑に進めようとしているのである。
3.2.2．教師ストラテジーの意図
　教員は教室活動を円滑に進め，課題を達成するために，様々なストラテジー
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を用い，活動の障害となる問題に対応し，学習に取り組みやすい雰囲気作り
や環境維持を行う。教員が教室活動で用いる多くのストラテジーは，様々な
意図で行われている。インタビューで語られた教員の様々な意図には，教室
内に学習しやすい雰囲気を作るための【雰囲気作り】と，教員への学習者の
信頼を維持するための【サバイバル】の 2つが見られた。
　（1）雰囲気作り
　教室活動を行う際の【雰囲気作り】としては，〔学習者の状態への対応〕，
〔周囲の意欲の維持〕，〔周囲への警告〕という 3つの意図が見られた。
　前項にある 23，25，30 の資料から，教員は教室内に学習しやすい雰囲
気を作り，また学習者が途中でだれてしまった時に集中力を回復する〔学
習者の状態への対応〕が意図されていることがわかる。
23）進行をうまく進めるための注意点は，学生を見て，元気ない場合，別
の話をします。元気そうな人に話させて様子を見ます。（B 先生）
25）コース中盤，7回目 8回目くらいの授業になって，そろそろ授業も慣
れてきたし，だれて難しいなとか，…そういう時はテンション上げて，
おはよーみたいな，とにかく返事あろうがなかろうが，とにかくおはよ
うございまーすって行かないと，それはどこでも作りますね。（B 先生）
30）（雰囲気が悪くなると）その場の雰囲気を切り替えるために，ちょっ
と違う作業にするとか，ま，そういった形で転換はしていくかな。（D
先生）
　また，教員は学習者の問題行動に対して注意を与えるが，これは他の学習
者の学習意欲を維持する〔周囲の意欲の維持〕を意図したもので，33 から
35 の資料に見られる。
33）近くの人たち，やっぱり見てるし，N さんの態度をね，そういう人
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たちのことも考えつつ，N さんに言わなきゃみたいな，…その周りのま
じめな子たちは先生注意してよと思っているかもしれないですものね。
（B 先生）
34）注意しない，あの先生は注意しないとかね，言う…わけにはいかな
いですよね。（C 先生）
35）一人の子だけ好き勝手やってると，それを野放しにするってことは，
こちらの子たちの授業の時間を奪うということなので，…公平性を保つ
ために，今ちゃんとやらなきゃだめだよとか，あのうちょっとうるさい
よとか，あの，それは言う，言いますね。学生はすごく自分が公平に扱
われてるかどうかっていうのが非常に気になってると思うので。（D 先
生）
　さらに，教員が学習者の問題行動に対して注意を与えるという行動は，他
の学習者への戒めのため，〔周囲への警告〕として行われるもので，資料 36
と 37 に見られる。
36）N さんに注意する前に，わざとじっと見て見たりとかすることで，そ
うでない人がやばいぞってそれを他の人が見て，それをしたらまずいっ
てことがわかる。N さんだけではない人たちにわかってもらいたいこと
もある。（E 先生）
37）聞いてるほかの学生たちにわからせるという目的もありますよね。そ
いで強く言う時もありますよね。…逆にずるずる感化されてしまうって
いうのもあるし，（それで許される）許されるのかっていう。（B 先生）
　（2）サバイバル
　教室活動を円滑に進めるために，教員は学習者との信頼関係を維持する
ことが重要で，これは教授するものとしての立場を維持する【サバイバル】
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を意図したものである。これらには〔周囲の納得〕と〔雰囲気悪化の回避〕
の 2つが見られた。
　まず，〔周囲の納得〕とは，教室内での学習者による問題行動を把握し
ていることを周囲に伝えたり，注意したりすることにより，見逃している
わけではないと周囲の学生に納得させることを意図しており，資料 38 か
ら 42 に見られた。
　
38）特にリピートとか，みんなで声出してやりましょっていう時参加し
ない人たち，M さんも時々あるんですけど，そういう言う時にやっぱり，
M さん！とかいって，そういうふうにすると周りも，あーやっぱりだ
めなんだな，注意されてるなやっぱりみたいな感じで，周りが納得して
くれるっていう感じですかねえ。（B 先生）
39）（その学生を）見てため息をついておくとか，他の人たちは先生は何
回も見てたとか，ため息をついていたとかわかっていて，最後に言葉で
注意すると，こういう今までの怒るまでのプロセスというのがあるんだ
というのがわかると思うので，そういうふうなこと，何でもかんでも怒
るとか，多分見てすぐ怒らないじゃないですか，何回もそれで我慢して
いるし。（E 先生）
40）いつまでも学生も笑って聞いてくれる人ばかりじゃないから，寝て
るだけなら邪魔にならないから放っておいてもいい。みんながまじめに
やっている時にさぼっておいて，いいとこだけ自分も参加するという形
になると，それは絶対学生の中には不満が出てくるし，それはわかって
いるよと，一生懸命やっている子たちには伝えておかないといけないの
かなと思いますよね。（E 先生）
41）私が我慢した上で怒ったってことが，ほかの学生がわかれば先生が
怒っても仕方がないってことを思えるだろうと思うので，以前の目線だ
とかっていうところで，ほかの学生に気づいていてもらうというのも 1
山口和代
234
つ，自分を守るための方法でもあるかなと思うし。（E 先生）
42）困った学生に対しては，自分が爆発する前に，笑いものにしたりとか，
ちょっと意地悪っていうか，今度忘れたら，やらなかったらこうだから
ねって言っておいて，次の時に今日やってないよねっていうふうなこと
を釘刺したりとか，そういうふうな形の怒る前の何かをしてます。自分
がなるべく平常心で授業に前向きに向かうための善後策でもある。学生
のためだけではなくって。（E 先生）
　また，〔雰囲気悪化の回避〕とは，学習者が問題行動をしていることを他
の学習者と認識を共有することで，教室の雰囲気を悪化させないよう意図し
たものである（資料 43）。
　
43）今までの積み重ねがあって仕方がないよねっていうのがクラスで共
有されれば，そのあとの雰囲気が悪くなるってことは避けられるかなと
思ってますね。（E 先生）
　以上から，教員は教室環境を維持し，教室内に学習しやすい【雰囲気作り】
を行おうとしていることがわかる。そのために，まず，教員は〔学習者の状
態への対応〕を意図して話題の転換や別の作業をさせたりしている。また，〔周
囲の意欲の維持〕を意図して学習者の問題行動に対して注意を与え，さらに，
他の学習者への戒めとする〔周囲への警告〕を意図して問題行動に注意を与
えている。これら以外にも，教員への学習者の信頼を維持する【サバイバル】
の意図も見られ，見逃しているわけではないと〔周囲の納得〕を得ることを
意図して教室内での問題行動の把握を周囲に伝えたり，注意したりしている。
そして，教室の〔雰囲気悪化の回避〕を意図して問題行動への認識を学習者
と共有しようとしている。
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3.3．ファシリテータ－としての教員と教師ストラテジー
　教室活動は，実施者である教員が全てを管理し，自律的に行うことができ
るものである。そのため，教室活動を効果的に進めるために，教員はその立
ち位置を自分で選択し，それに基づいて行動している。今回のインタビュー
資料には授業を実施する教員の学習者に対する姿勢について言及したものも
あったが，そこには専門家としての姿勢とサポーターとしての姿勢が見られ
た（資料 44 から 47）。
　
44）教師というよりも専門の知識を持っているものとして，正しく教え
なきゃ，というか，ねえ，伝えなきゃって（そこは譲れない）ですよね。
（B 先生）
45）最初はやっぱり，ね，先生だから，学習者だからみたいな感じで，やっ
ぱり偉いんだぞ的な態度があったと思う，教えなきゃってとか，すごい
強い態度の部分があったと思うんですが，先生目線じゃなくて，TA 路線，
横の目線になって，同じ方向を見て，あのう，サポートしてあげるとい
うか，背中押してあげるという姿勢に変わってきた。
46）自分は教えるというより勉強を助ける人という立場でいたいので，本
人に考えてもらう。（B 先生）
47）強い関係よりも寄り添って，横を見て同じ方向を見てちょっと押し
てあげるというか，そっちのほうになってきた。（B 先生）
　このように教授する人としての姿勢は必要であるが，経験を積んでいくこ
とで余裕もでき，学習者の背中を押し，サポートしていこうという姿勢に変
化していく教員も多いようである。
　2章で述べたように教員は教室活動においても様々な役割を担っている
が，主に「専門家」，「教授者」，「ファシリテーター」という 3つが柱となっ
ている。「専門家」として講義し，「教授者」として教示・指導をすることは
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教員の本来の業務であるが，その業務を円滑に行うためには，「専門家」と「教
授者」であるだけでは不十分で，「ファシリテーター」として学習者を励ま
したり，支えたり，指示・注意を与えたりすることが重要になるのである。
　その際に用いられるのが本章で述べた教師ストラテジーである。教員は
ファシリテーターとして教室活動を円滑に進め，課題を達成するために，活
動の障害となる問題に対応しなければならない。このための教師ストラテ
ジーが「問題状況への対応」である。これには【直接的な注意】，【周囲の利
用】，【フォロー】，【演技】，【トーンの変化】，【相手との距離】，【相手・状況
に応じた選択】の 7つが見られた。これらのストラテジーを用いる意図には，
【雰囲気作り】と【サバイバル】がある。教室内に学習しやすい雰囲気を作
る【雰囲気作り】の具体的な意図としては，〔学習者の状態への対応〕，〔周
囲の意欲の維持〕，〔周囲への警告〕が見出された。また，教員への学習者の
信頼を維持するための【サバイバル】としては，〔周囲の納得〕と〔雰囲気
悪化の回避〕が見出された。
　このように，ファシリテーターである教員は，教室内に学習しやすい雰囲
気を作り，また，教員への学習者の信頼を維持することを意図して，教室活
動を円滑に進め，課題を達成するための手段として様々な教師ストラテジー
を用いているのである。
4．おわりに
　本稿では，非常勤講師である日本語教員へのインタビュー調査から得られ
たデータを基に，大学における日本語教育の現場で教員がどのような振る舞
いを選択し行っているのか，すなわち教師ストラテジーにどのようなものが
あるのか，そしてそれが何を意図して行われているのかを明らかにした。
　教室活動における教員の役割として，従来「専門家」であり，「教授者」
であることが重視されてきたが，近年「ファシリテーター」としての役割が
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注目されている。「専門家」として講義し，「教授者」として教示・指導をす
ることは教員の本来の業務であるが，その業務を円滑に行うためには，「専
門家」と「教授者」であるだけでは不十分で，「ファシリテーター」として
学習者を励ましたり，支えたり，指示・注意を与えたりすることが重要にな
るのである。その際に用いられるのが，様々な「教師ストラテジー」であり，
これらは教員自身が定めた目標を達成するための手段なのである。
　教室という空間には「一対多のディメンション」と「一対一のディメンショ
ン」が並行して存在しており，教師は学習者全体に対しての振る舞いと個別
の学習者に対する振る舞いを同時に進行させているが，これは義務教育であ
ろうと，大学教育であろうと同じである。だが，小学校から高校までの学校
教育においては，学校の構造的制約の中で教員は様々な問題やジレンマに直
面することが多く，それに対処し，「うまくやっていく」ためのお決まりの
パターンを教師のストラテジーと呼んでいる。大学教育に構造的制約がない
とは言えないが，比較的，実施者である教員が全てを管理し，自律的に行う
ことができるものとなっている。そのため，教室活動を効果的に進めること
を主目的とした場合，教員はその立ち位置を自分で選択し，それに基づいて
教師ストラテジーを選択し用いることができるのである。むろん，今回のイ
ンタビュー調査で大学の語学教育における教師ストラテジーの全容が明らか
にできたわけではないため，量的な調査を行い，資料を補完していく必要が
ある。また，海外での教授経験がある教員と日本人学生を対象とする授業と
留学生を対象とする授業を持つ教員の資料には，学習者の持つ文化的背景を
考慮して選択する対応を変える必要性があることも窺われた。今後は，学習
者側から見た教師ストラテジーの効果や文化差にも注目していきたい。
注
1）本稿では「教師」と「教員」を使い分けている。『日本国語大辞典』では，「教
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師」とは「学校などで，学業を教える人。学術，技芸などを享受する人」，「教
員」とは「学校で教育職務に従事する人」と定義されている。語学教育に限
らず，文化・芸術など様々事柄が学校以外の場所でも教授されており，日本
語教育に関しても様々な場所で外国人が学習する機会は増えている。本研究
では，教育機関である大学で授業を担当している非常勤講師を研究協力者と
したため，本稿で研究協力者を指す場合には「教員」と表記した。
2）本研究は，本学の「人を対象とする研究」倫理審査の承認を得て行ったもの
である。インタビューを行う前に，協力者には文書及び口頭で研究の目的と
意義，研究成果の発表方法，個人情報保護の方法（データ保管と管理法），侵
襲及び安全管理に関する配慮内容について説明し，文書で同意を得た。
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